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Abstract : Under the target of central streets of Hachinohe-city in Aomori 

prefecture, here was investigated a project trying to simply structure 

streetscape on 3D web GIS only by using digital camera photos taken from on 

land. As a result, there could be obtained a conclusion of possibility to 

construct a system enough to use for viewers if recognizing its insufficient 

accuracy. Here were reported some devices and informations on aiming low 

cost introduction of the 3D web GIS to various users such as small scale 

municipal governments and so on.  
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1.はじめに 

青森県八戸市の中心街を対象に，地上から

撮影したデジタルカメラの写真のみで 3 次元

GIS 上に簡易に街並み再現を試みるプロジェ

クトを行った．その結果，精度は不十分では

あることは承知の上であるが，ビューワとし

て利用するにはじゅうぶんなシステムが構築

できるという結論に至った．小規模自治体等

さまざまな主体でローコストに 3 次元 GIS を

導入できるようなシステムの開発を目指して，

その際の工夫および知見について報告する．  
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2.課題と対処案 

われわれはこれまで一連の研究で，たとえ

ば中小規模の自治体のような資金力のない主

体でも容易に導入できるような 3 次元 GIS の

開発を目指してきた．  

その際の大きな課題として，立体データ，

つまり建物データをいかに簡便に構築するか

があった．立体データ，つまり地上の土地・

建物利用情報はやはり高価であり，また変化

の度合いが多く，既存データを用いるにして

も，よほどメンテナンスをしっかりしていな

いと不正確なものになってしまう．これらの

課題をクリアするひとつの方法として，ロー

コストに撮影した航空写真のみをガイドとし

て，地上写真を撮影して建物立体ポリゴンを

構築し，現況優先の簡易データを安価に作る

方法を考案した．  

われわれがほぼ同時に作成した横浜市の事

例では，横浜市役所が作成した都市計画図デ

ジタルデータやレーザプロファイラデータ，

航空写真を提供してもらって自由に使えると

いう恵まれた環境にあった．しかしこれは例

外的であろうし，よりローコストでなければ

GIS の導入ができないであろう中小規模の自

治体を対象としたモデルを確立する必要があ

ると考える．  

その際に地形情報に用いる DEM データは，

とりあえずじゅうぶんな情報が安価に入手で

きるようになったが，建物情報についてはま

だそのようなデータ基盤は不十分であるとい

わざるを得ない．それに建物は変化が激しい

という課題もある．そこでここでは既存デー

タはガイド程度以上には使わないで，これま

で提案してきたローコスト航空写真をベース

マップとして用い，その上で地上からの現地

撮影の写真を頼りに町並みを簡便に構築する

方法を考案した．これであれば現況優先で建

て替え等の変化にも柔軟に対応できると考え

られる．建物立体ポリゴン作成は GIS エンジ

ンレベルですでに機能として実装してあるの

で，現地で地上から写真を撮る際に，どの通

りにおいて路地単位の区切りで何枚取ったか

記録をしっかりとることだけでこの課題に対

処できると考えた．  

 
図 1 航空写真 

 

 

3.簡易建物ポリゴン構築法 

 上述の方法で現地写真を撮り，画像処理ソ

フトで幾何補正して擬似立面写真とする．一

方で航空写真を組み込んだ 3 次元 GIS システ

ム上で建物の四方を拾い出してポリゴンを構

築し，立面写真を参考にしてビルディングで

1 フロアあたり 4ｍ，住宅で 1 フロアあたり

図 2 市街地再現例(1) 

 



図 3 市街地再現例(2) 

 

 
図 4 市街地再現例(3) 

 
3ｍとして高さを設定する．これの通り沿い

の面に立面写真を貼り付け，最後に周囲との

調和を確認しながら辺の位置や高さを微調整

する．基本的にはこれだけで街並みを作って

いくことができる．  

当然のことながら，建物ごとにフロアごと

の高さが異なる場合や，さまざまな細部の違

いはあるわけだが，ある程度までは同時に撮

ってある街並み写真と見比べていくことで補

正も可能であり，特に精度を求められる用途

でない限り，街並みの再現という目的はじゅ

うぶん達成できていると考える次第である．  

 

 
4.課題と展望 

 本稿で提案した簡易建物ポリゴン作成法と

これまでに開発したローコスト航空写真撮影

法，そしてローコスト 3 次元 webGIS を組み

合わせることで，観光あるいは参加型まちづ

くり等々，さほどの精度を必要としない幅広

い用途においてストリートスケイプを提供し，

より多くの人に GIS を使ってもらう可能性

が広げられるのではないかと考えている．  

 
図 5 建物ポリゴンの作成 

 
 今後の課題としては，簡易方法とはいえも

う少し精度を上げるためのさまざまな工夫，

より実感的に見せるための写真精度のバラン

スの取り方，そして今回じゅうぶんに情報を

得られなかった単位コストの測定などが挙げ

られる．  

 これらの課題をひとつひとつクリアしつつ，

より多くの人が 3 次元 GIS を使えるようなプ

ラットフォームの構築に向けてよりいっそう

の改善を進めていきたいと考えている．  
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